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INFOMATION 移住に関するお問い合わせ先

ACCESS ⼋頭町へのアクセス

⼋頭町役場
公式サイト

⼋頭町移住
定住サイト

⼋頭町役場
企画課地域戦略室 Yearning�for�Yazu�Project

⼀般社団法⼈ ヤーニング・フォー・ヤズ・プロジェクト

〒680-0423
⿃取県⼋頭郡⼋頭町郡家493番地
TEL�0858-76-0213
FAX�0858-76-0222
Mail�yazu-kikaku@town.yazu.tottori.jp

〒680-0526
⿃取県⼋頭郡⼋頭町⽇下部1228番地1
交流施設「くるくる」内
TEL�080-3878-3658
Mail�yearning.for.yazu@gmail.com

1,000m級の⼭々に囲まれた⾃然豊かな環境

電⾞でのアクセス
JR⼤阪駅�→�JR郡家駅（特急スーパーはくと）

[⼤阪駅から約2時間30分] ⾶⾏機でのアクセス
⽻⽥空港�→�⿃取空港�→JR⿃取駅�→�JR郡家駅

[⽻⽥空港から約2時間00分]

移住ハンドブック

⼩さいからこその豊かさが
⻄⽇本有数のブナ林をいただく国定公園に囲まれた⼋頭町は

美しい⾥⼭の暮らしが残る⼩さなまち
廃校の活⽤や循環型の農畜産業が盛んで

全国から注⽬される再⽣のまちでもあります
「変わらない暮らし」と「新しいものへの挑戦」が

共存する⼋頭町には、未来のヒントが詰まっています

⿃取県⼋頭町

YAZU
TOTTORI
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五感で四季を感じる暮らしがここに
⼭陰の中⼼都市、お隣の⿃取市までは通勤圏内でありながら、⽇本屈指の透明度を誇る海にも、⻄⽇本屈指のスキー
場にも⾞で約30分。
1,000メートル級の⼭々から清らかな⽔が⾷を育み、夜空に天の川が横たわる。

WORK STYLE ⼋頭町ならではの働き⽅

▶⼋頭町⼦育て
応援サイト⼦育て

SUPPORT ⼋頭町の⽀援制度

▶隼Lab.公式サイト

かつて⼩学校として地域に愛された校舎が閉校
になり、新たな地域の拠点として⽣まれ変わっ
た、隼Lab.（はやぶさラボ）

1Fにはカフェや地域住⺠の活動拠点、2F・3Fはコワーキ
ングスペース・シェアオフィスなど、様々な機能を持ち合
わせています。コワーキングスペースはドロップイン利⽤
が可能。⾃然に囲まれた気持ちの良い空間で、快適に働く
ことができます。

住まい

仕事

18歳以下の医療費が無料
0歳から⾼校⽣までの医療費の⾃⼰負担分を全額助成し
ています。

第⼆⼦以降の保育料が無料
第⼆⼦以降は3歳未満でも保育料を無料としています。
この他にも3歳以上児の主⾷費・副⾷費を無料とし、⼦
育て世代の経済的負担を軽減しています。

⼦育て⽀援体制が充実
⼦育て⽀援センター、延⻑保育・病後児保育・⼀時保
育等が可能な受⼊体制を整備。各⼩学校区に放課後児
童クラブも設置しています。

出産をお祝い
お⼦さんを出産された場合、出産祝い⾦5万円とごみ袋
60枚を⽀給します。

⼩・中学校、⾼校への通学を⽀援
⼩・中学校は距離に応じて無料スクールバスを運⾏し
ています。公共交通機関で通学する⾼校⽣の通学費を
補助（負担上限5,000円/⽉）します。

アレルギー対応給⾷
保育所、⼩・中学校において、アレルギー対応給⾷を
提供しています。

その他

移住奨励⾦を⽀給
東京圏在住者を対象とした移住⽀援⾦（100万円+α）
や、若者夫婦や⼦育て世帯を対象とした奨励⾦（30万
円）を⽀給します。�※各種要件あり

▶空き家バンク
物件情報

空き家バンク
賃貸・売却希望のある空き家情報をホームページで公
開中。改修費⽤の1/2（上限200万円）や購⼊費⽤の
5%（上限20万円）を補助します。

果樹トレーニングファーム
地域おこし協⼒隊として2年間かけて、果樹栽培（梨・
柿）の実践的な技術を学び、就農に向けたサポートを
受けられます。

起業を⽀援
事業承継や起業創業などの新しい取り組みに要する経
費の1/2（上限50万円）を補助します。

おためし住宅
最⻑1か⽉間、⼋頭町での暮らしを体験できる滞在施設
を整備しています。


